





和食は 2013 年のユネスコ無形文化遺産に認定された。また、145 カ国が参加した 2015 年の
ミラノ国際博覧会ではおよそ 2,150 万人の来場者のうち日本館には 1 割以上の 228 万人もが殺
Sources and Strategies of Slow Food Movement in Italy:
From Perspectives of Humanism and Commune
Nobuo NISHIMURA, Yo TABAYASHI
Abstract
Interests in food and food culture are increasing all over the world.  Especially Japanese 
meals are very popular not only in Japan but other countries too.  This is one of the reasons 
why Washoku, traditional Japanese cuisine, is registered as an intangible cultural heritage 
by UNESCO.  However, there are challenges, regarding food, such as safety, authenticity, 
TPP and so on.  Italy, one of the top ranking countries for popularity of its food, on the 
other hand, has been developing Slow Food movement since the end of 20th century. In this 
paper, three principles of Slow Food movement,“food as the source of health,”“respect for 
diversity in food,” and “creation of eating places filled with humanity,” can be traced back 
to Leonardo da Vinci, Italian Renaissance genius, and two books read by him: De honesta 
voluptate et valetudine written in the 15th century and Regimen sanitatis salernitanum in the 
11th century. Osteria restaurants have demonstrated these principles and been spreading as 
sites of Slow Food movement. Osteria restaurants serve as places for humanism, with legacy 
of local culture of commune. Handwritten notes by Leonardo, and the two books above 
mentioned are utilized to illustrate our argument. History of commune and Bologna, the 
oldest commune city of university, and situations related to Slow Food movement in Japan 













































Ⅱ．スローフード運動の源流ーレオナルド • ダ • ヴィンチを手掛かりに
Ⅱ．1．レオナルド • ダ • ヴィンチの食事観
まず、この「食が健康の源」という思想は、カルロ・ペトリーニの発明ではない。実はイタ
リアの古代から中世、ルネサンス、近代と歴史を貫いて受け継がれた思想と考えられている6。













Se voi star sano, osserva questa norma.  Non mangiar senza voglia e cena leve; 
mastica bene, e quel che in te riceve, sia ben cotto e di semplice forma.  Chi medicina 

























名はラテン語で Regimen sanitatis salernitanum である。直訳すると「サレルノ式養生法」と
いう意味であるが、日本語ではサレルノ養生訓として知られている。このサレルノ養生訓は南
イタリアのサレルノ12 という港町にあったヨーロッパ最古の医学校において、編纂されたもの
イタリアのスローフード運動の源流と戦略（西村・田林）政策科学 23 － 4, Mar. 2016
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である。たとえば、第 1 話「イギリス王への手紙」には以下のような記述がある。
Se ti mancano i medici, siano per te medici queste tre cose: l’animo lieto, la quiete, e 
la moderata dieta.
もしあなたに医者がいないなら、次の三つが医者代わりになります。心を愉快にもつこ












メオ・サッキ（Bartolomeo Sacchi, 1421-1481）による De honesta voluptate et valetudine （日本語
では『真の喜びと健康について』）である13。通称プラーティナ（Platina）と呼ばれる彼は美食家
でもあって、1465年ごろ執筆されたとされるこの本は世界初出版の料理本とも言われている（“The 
First Printed Cook Book”）。この本は、初版がラテン語で 1474 年に出版され、その後、イタリア
語、英語、フランス語、ドイツ語とヨーロッパの各国語に翻訳されており、まさに当時の大ベス
トセラーであった（L’Arte della cucina in Italia, p.221）。図 2 はその目次の冒頭ページである。






La cena e il pranzo senza bevande non soltanto son ritenuti poco gradevoli ma anche 
poco salutari.
ワインのない夕食にしても昼食にしても、そういう食事は楽しくないばかりか健康によ














































図３：Osterie d’Italia guida 2015 の表紙　　図４：Osterie d’Italia guida 2015, p.478
イタリアのスローフード運動の源流と戦略（西村・田林）
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図５：L’Italia dei presìdi p.242
以上、『イタリアのオステリア』をもとに、スローフード運動の戦略について述べてきた。
もともと食文化雑誌の編集長であったペトリーニがオステリアに目をつけたのは、自然な成り






































庁舎が建造されるのも、すべてこの時期のことである。驚いたことに、12 世紀から 14 世紀に




































また 2011 年から在日イタリア商工会議所は「質の高い本格的イタリア料理店」に MOI とい
う認証マークを授与する取組みを開始した（図 6）。MOI とは“Marchio Ospitalità Italiana”
の略であり、「イタリア・ホスピタリティ認証マーク」を意味している24。先述した osteria と



































ルタ・バンコク・サンパウロ・ドバイを対象に行った翌年の調査では、好きな料理の 1 ～ 3 位合算では、「日
本料理」が 66.3% と最も高く、以下「イタリア料理」46.4％、「中国料理」42.5% が続く（2014 年報告）。
3 ユネスコ無形文化遺産登録のために組織された「和食」文化の保護・継承国民会議は、登録を機に発展
的解消となり、2015 年 2 月 4 日一般社団法人和食文化国民会議が設立された。略称である「和食会議」は
継続し、和食文化の保護・継承活動（Washoku Japan）を行っている。









7 1502 年のレオナルド・ダ・ヴィンチの買物メモ。1630 年ごろイギリスのアランデル伯爵がイタリアで入
手した手稿（Vezzosi, p.144）。
8 『アトランティコ手稿』（次項参照）134b およびパリ手稿 F 裏表紙など（渡辺怜子、2009）。
9 1513 年～ 1516 年ローマ滞在中のレオナルド・ダ・ヴィンチのメモ（Cod. Atlantico 213 v）。大西洋（ア
トランティコ）のように広大な手稿という意味で『アトランティコ』という名称がつけられた。
10 第 1 巻（1490 年～ 1499 年執筆）と第 2 巻（1503 年～ 1505 年執筆）の 2 巻からなり、鏡文字で記されている。




ついて』は f2v の 73 冊のリストのうち一番左の列の 8 行目に見つかったが、『サレルノ養生訓』はまだ発
見できていない。
12 ナポリから 50 キロほど南のこの町は、医学の伝統と気候温暖ゆえ、保養地として名高く、「ヒポクラテ













物多様性の維持ため、10 年間におよぶプロジェクトで現在 250 品目が保護されている（“Slow Food 
Presìdia”）。
18 発行部数については不明である。
19 iOS 用（「App Ranking」）とアンドロイド用（「Google Play」）のアプリケーションがある。
20 Oxford English Dictionary によると、以下の語義が一番近いように思われる。“4. Sympathetic concern 































・“20 million people visited Milan Expo, a ‘huge successs’”2015 http://www.euronews.
com/2015/10/29/20-million-people-visited-milan-expo-a-huge-success/（2016/01/11 最終アクセス）
スローフード関連












・L’Italia dei Presìdi, Slow Food Editore, 2002
　　『プレシディオのイタリア』2002 年版（スローフード出版社、日本語版未刊行）
・Osterie d’Italia, Slow Food Editore, 2002 
　　『イタリアのオステリア』2002 年版（スローフード出版社、日本語版未刊行）
・Osterie d’Italia, Slow Food Editore, 2015 
　　『イタリアのオステリア』2015 年版（スローフード出版社、日本語版未刊行）
・Slow Food http://www.slowfood.com/（2016/01/11 最終アクセス）
・“Slow Food Manifesto” http://slowfood.com/filemanager/Convivium%20Leader%20Area/Manifesto_
ENG.pdf（2016/01/11 最終アクセス）




・横山淳一『イタリアに学ぶ医食同源 』 ( 中央公論新社 1998 年、中公文庫 2002 年 )
・渡辺怜子『レオナルド・ダ・ヴィンチの食卓』（岩波書店、2009 年）
・Arte della cucina, a cura di Emilio Faccioli. Edizioni Il Polifilo, Milano, 1966
・L’Arte della cucina in Italia a cura di Emilio Faccioli. Giulio Einaudi Editore, Torino, 1987
・Bartolomeo Sacchi, (Platina), De honesta voluptate et valetudine, Roma, 1475
　　http://daten.digitale-sammlungen.de/~db/0005/bsb00059967/images/index.html?id=00059967&groess




・”The First Printed Cookbook: Platina's ‘De honesta voluptate’ (Circa 1475-1479)
　　http://www.historyofinformation.com/expanded.php?id=3215（2016/01/11 最終アクセス）
・Leonardo da Vinci, Codice Atlantico http://www.leonardodigitale.com/index.php?lang=ENG
　　（2016/01/11 最終アクセス）
　　レオナルド・ダ・ヴィンチ『アトランティコ手稿』
・Leonardo da Vinci, Codice Madrid http://leonardo.bne.es/index.html（2016/01/11 最終アクセス）
　　レオナルド・ダ・ヴィンチ『マドリッド手稿』
・Regimen Sanitatis Salernitanum, Versione italiana di F. Gherli, Edizioni Ripostes, 2000
　　佐々木巌『サレルノ養生訓　地中海式ダイエットの法則』（柴田書店、2001 年）
・Vezzosi, Alessandro, Leonardo da Vinci, Arte e scienza dell'universo, Electa Gallimard, 1996
歴史関連・その他
・吉見俊哉『大学とは何か』（岩波新書、2011 年）
・Procacci, Giuliano Histoire des italiens. Librairie Arthème Fayard, 1970
　　斉藤泰弘・豊下檜彦訳『イタリア人民の歴史Ⅰ』（未来社、1984 年）
・Rashdall, Hastings The Universities of Europe in the Middle Ages. (Oxford University Press, 1895)
　　横尾壮英訳『大学の起源』（東洋館出版社、1966 年）
・“humanism” Oxford English Dictionary Online: the definitive record of the English language
　http://www.oed.com/view/Entry/89272?redirectedFrom=humanism#eid（2016/02/02 最終アクセス）
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